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令和 5（ 2023）年度  競技規則書  新旧対応表  

2023（令和 5）年 3月 1日発行 

競技・審判本部 

旧（ 2022 年 3 月 1 日発行）  新（ 2023 年 4 月 1 日発行）  備 考 

1 の 9 

スローオフエリアと呼ぶ直径 4 ｍ の円

を， センターライン中央に配置する（図 1b 

および 図 1c， 10：5 を参照）。 

～ 省 略 ～  

1 の 9 

スローオフエリアと呼ぶ直径 4 ｍ の円

を， センターライン中央に配置する（図 1b 

および 図 1c， 10：3b を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

（第 1段落） 

 

修 正 

 

4 の 2 

～ 省 略 ～  

競技の開始後「チーム責任者」は， 競技

への参加資格を持つチーム役員（4 名以下）

とプレーヤー（4：3 を参照）が交代地域規

定に則り競技に参加するよう， あるいはそ

れ以外の者が交代地域に入らないよう管理

する責任を持つ。この規定に違反した場合

は， 「チーム責任者」に罰則を段階的に適

用する（16：1b， 16：3e， 16：6c）。  

 

 

～ 省 略 ～  

競技の開始後「チーム責任者」は， 競技

への参加資格を持つチーム役員（4 名以下）

とプレーヤー（4：3 を参照）が交代地域規

定に則り競技に参加するよう， あるいはそ

れ以外の者が交代地域に入らないよう管理

する責任を持つ。この規定に違反した場合

は， 「チーム責任者」に罰則を段階的に適

用する（16：1b， 16：3e， 16：6c）。  

【注】 IHF、大陸連盟大会、国内大会にお

いて， 主催者の権限でチーム役員の

人数を決定できる。ただし， その人

数は 5 名以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 筆 

 

7 の 6 

床に膝をつきながら， 座りながら， ある

いは横たわりながらボールを扱うこと。こ

の条文は， 片足の一部を床に終始つけてい

なければならないなど競技規則 15：1 に記

載した条件を満たしているならば， このよ

うな体勢で（フリースローなどの）スローを

行ってよいということを意味する。 

 

床に膝をつきながら， 座りながら， ある

いは横たわりながらボールを扱うこと（た

だし， 15：1 を参照）。 

 

 

修 正 

10 の 3 

 

 

 

 

（左右に約 1.5 m を許容範囲として）コ

ートの中央からどの方向へもスローオフを

行ってもよい。笛の合図から 3 秒以内にス 

 

スローオフエリア設置の有無によって， 以

下のいずれかの条項を適用する。 

a スローオフエリアを採用しないコートで

のスローオフ 

（コートの中央から左右に約 1.5 m を許

容範囲として）センターライン中央からど

の方向へもスローオフを行ってもよい。笛 

 

加 筆 

 

加 筆 

 

修 正 
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旧（ 2022 年 3 月 1 日発行）  新（ 2023 年 4 月 1 日発行）  備 考 

ローオフを行わなければならない（13：1a， 

15：7 第 3 段落）。スローを行うプレーヤ

ーは， 少なくとも片足をセンターライン上

に， そして他方の足をセンターライン上ま

たは自陣側（15：6）に置き， さらにボール

を手から離すまでその位置にいなければな

らない（13：1a， 15：7 第 3 段落， 競技

規則解釈 5 を参照）。 

スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは， 笛の合図よりも前にセンターライ

ンを踏み越えてはならない（15：6）。 

 

10 の 5 

 

 

（ａ）スローオフエリアからどの方向へも

スローオフを行ってもよい。笛の合

図から 3 秒以内にスローオフを行

わなければならない（13：1a， 15：

7 第 3 段落）。 

（ｂ）ボールがスローオフエリアの中にあ

り， 少なくともスローを行うプレー

ヤーの片足がスローオフエリアの中

にあるとき， レフェリーはスローオ

フの笛を吹くことができる（15：6）。 

（ｃ）スローを行うプレーヤーは， スロー

オフが完了したとみなされるまで， 

身体のどこか一部がスローオフエリ

アラインを越えてはならない（13：

1a， 15：7 第 3 段落）。 

（ｄ）スローを行うプレーヤーは， スロー

オフエリアの中でボールを持って動

くことが許される。ただし， 笛の合

図の後にボールをドリブルすること

は許されない（13：1a， 15：7 第 3 

段落）。 

（ｅ）スローを行うプレーヤーは， スロー

オフを走りながら行うことが許され

る。ただし， 実施中にジャンプをす

ることは許されない（13：1a， 15： 

の合図から 3 秒以内にスローオフを行わ

なければならない（13：1a， 15：7 第 3 段

落）。スローを行うプレーヤーは， 少なくと

も片足をセンターライン上に， そして他方

の足をセンターライン上または自陣側（15：

6）に置き， さらにボールを手から離すまで

その位置にいなければならない（13：1a， 

15：7 第 3 段落， 競技規則解釈 5 を参

照）。 

スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは， 笛の合図よりも前にセンターライ

ンを踏み越えてはならない（15：6）。 

 

b スローオフエリアを設置したコートでの

スローオフ 

－ スローオフエリアからどの方向へも

スローオフを行ってもよい。笛の合図

から 3 秒以内にスローオフを行わな

ければならない（13：1a， 15：7 第 3 

段落）。 

－ ボールがスローオフエリアの中にあ

り， 少なくともスローを行うプレー

ヤーの片足がスローオフエリアの中

にあるとき， レフェリーはスローオ

フの笛を吹くことができる（15：6）。 

－ スローを行うプレーヤーは， スロー

オフが完了したとみなされるまで， 

身体のどこか一部がスローオフエリ

アラインを越えてはならない（13：1a， 

15：7 第 3 段落）。 

－ スローを行うプレーヤーは， スロー

オフエリアの中でボールを持って動

くことが許される。ただし， 笛の合図

の後にボールをドリブルすることは

許されない（13：1a， 15：7 第 3 段

落）。 

－ スローを行うプレーヤーは， スロー

オフを走りながら行うことが許され

る。ただし， 実施中にジャンプをする

ことは許されない（13：1a， 15：7 第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削 除 

加 筆 

 

修 正 

（現行 10：5

から移動） 
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7 第 3 段落）。 

（ｆ）次の場合に， スローオフを行ったと

見なす。 

・ スローを行うプレーヤーの手から

ボールが離れ， さらにボールが

スローオフエリアラインを完全

に通過したとき。 

・ スローを行うプレーヤーからパス

されたボールを， 味方のプレー

ヤーがスローオフエリアの中で

触れた， あるいはコントロール

したとき。 

（ｇ）スローを行うプレーヤーの味方のプ

レーヤーは， スローオフエリアの中

を除き， 笛の合図よりも前にセンタ

ーラインを踏み越えてはならない

（15：6）。 

（ｈ）スローを行うチームの相手チームの

プレーヤーは， スローオフエリアの

外にいなければならない。さらに， 

スローオフを行ったと見なされるま

で， スローを行うチームの相手チー

ムのプレーヤーは、スローオフエリ

アの中でボールやスローを行うプレ

ーヤー， およびその味方のプレーヤ

ーに触れることはできない（15：4， 

8：7c）。ただし， スローオフエリア

のすぐ外にいてもよい。 

3 段落）。 

－ 次の場合に， スローオフを行ったと

見なす。 

・ スローを行うプレーヤーの手から

ボールが離れ， さらにボールが

スローオフエリアラインを完全

に通過したとき。 

・ スローを行うプレーヤーからパス

されたボールを， 味方のプレー

ヤーがスローオフエリアの中で

触れた， あるいはコントロール

したとき。 

－ スローを行うプレーヤーの味方のプ

レーヤーは， スローオフエリアの中

を除き， 笛の合図よりも前にセンタ

ーラインを踏み越えてはならない

（15：6）。 

－ スローを行うチームの相手チームの

プレーヤーは， スローオフエリアの

外にいなければならない。さらに， ス

ローオフを行ったと見なされるまで， 

スローを行うチームの相手チームの

プレーヤーは、スローオフエリアの中

でボールやスローを行うプレーヤー， 

およびその味方のプレーヤーに触れ

ることはできない（15：4， 8：7c）。

ただし， スローオフエリアのすぐ外

にいてもよい。 

 

10 の 4 

（延長戦も含めて）前後半の開始時のス

ローオフに際して， すべてのプレーヤーは

自陣のサイドにいなければならない。 

しかし， 得点の後のスローオフに際して

は， スローを行うチームの相手チームのプ

レーヤーはコートのどちらのサイドにいて

もよい。 

 

ただしどちらの場合でも， スローを行う

チームの相手チームのプレーヤーは， スロ

ーを行うプレーヤーから 3 m 以上離れてい 

 

（延長戦も含めて）前後半の開始時のス

ローオフに際して， すべてのプレーヤーは

自陣のサイド， または該当する場合はスロ

ーオフエリアの中にいなければならない。 

しかし， 得点の後のスローオフに際して

は， スローを行うチームの相手チームのプ

レーヤーはコートのどちらのサイドにいて

もよい。 

スローオフエリアを採用しないコートで

スローオフを行う場合（10：3a）， 相手チー

ムのプレーヤーは， スローオフを行うプレ 

 

 

 

加 筆 

 

 

 

 

 

修 正 
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旧（ 2022 年 3 月 1 日発行）  新（ 2023 年 4 月 1 日発行）  備 考 

なければならない（15：4， 15：9， 8：7c）。 ーヤーから 3 m 以上離れていなければなら

い（15：4， 15：9， 8：7c）。 

スローオフエリアを設置したコートでスロ

ーオフを行う場合（10：3b）， 相手チームの

プレーヤーは， 体全体がスローオフエリア

ラインの外側にいなければならい（15：4， 

15：9， 8：7c）。 

 

13 の 1 

（a） ボールを所持しているチームが規則

に違反し， その結果ボールの所持を

失わなければならない場合（4：2 ～ 

3， 4：5 ～ 6， 4：7 ～ 8， 4：9， 

5：6 ～ 10， 6：5 第 1 段落， 6：

7b， 7：2 ～ 4， 7：7 ～8， 7：10， 

7：11 ～ 12， 8：2 ～ 10， 10：3， 

10：5， 11：4， 13：7， 14：4 ～ 7， 

15：7 第 3 段落， 15：8 を参照）。 

 

（a） ボールを所持しているチームが規則

に違反し， その結果ボールの所持を

失わなければならない場合（4：2 ～ 

3， 4：5 ～ 6， 4：9， 5：6 ～ 10， 

6：5 第 1 段落， 6：7b， 7：2 ～ 

4， 7：7 ～8， 7：10， 7：11 ～ 12， 

8：2 ～ 10， 10：3， 11：4， 13：

7， 14：4 ～ 7， 15：7 第 3 段落， 

15：8 を参照）。 

 

 

 

 

削 除 

 

 

削除 

 

15 の 1 

～ 省 略 ～  

ゴールキーパースロー（12：2）とスロー

オフエリアを用いて実施するスローオフ

（10：5）の場合を除き各種スローの実施中

は， ボールを手から離すまでスローを行う

プレーヤーは片足の一部を終始， 床につけ

ていなければならない（ただし， 10：5 を

参照）。他方の足は繰り返しあげおろしする

ことができる（7：6 を参照）。 

スローを行うプレーヤーは， スローを実

施されるまで正しい位置にいなければなら

ない（15：7 第 2， 3 段落）。 

 

～ 省 略 ～  

ゴールキーパースロー（12：2）とスロー

オフエリアを用いて実施するスローオフ

（10：3b）の場合を除き各種スローの実施中

は， ボールを手から離すまでスローを行う

プレーヤーは片足の一部を終始， 床につけ

ていなければならない（ただし， 10：3b を

参照）。他方の足は繰り返しあげおろしする

ことができる（7：6 を参照）。 

スローを行うプレーヤーは， スローを実施

されるまで正しい位置にいなければならな

い（15：7 第 2， 3 段落）。 

【注】 スロー（ゴールキーパースローを除

く）を実施する前に， スローを行う

プレーヤーは， 立っていなければな

らない。立つとは， 足以外の身体の

部位が床に触れてはならないことを

意味する。 

 

 

（第 2段落以

降） 

修 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 筆 

15 の 2 

スローを行うプレーヤーがボールを手か

ら離したとき， スローを行ったと見なす 

 

スローを行うプレーヤーがボールを手か

ら離したとき， スローを行ったと見なす 

 

（第 1段落） 
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（ただし， 12：2， 10：3 第 2 段落， 10：

5 を参照）。 

～ 省 略 ～  

（ただし， 12：2， 10：3a 第 2 段落， 

10：3b を参照）。 

～ 省 略 ～  

修 正 

 

15 の 3 

スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは， 該当するスローに関して規定され

た位置を取らなければならない（15：6）。競

技規則 10：3 第 2 段落に示した場合を除

いて， スローを行うプレーヤーがボールを

手から離すまで， プレーヤーは正しい位置

にとどまっていなければならない（ただし，

10：5 を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは， 該当するスローに関して規定され

た位置を取らなければならない（15：6）。競

技規則 10：3a 第 2 段落に示した場合を除

いて， スローを行うプレーヤーがボールを

手から離すまで， プレーヤーは正しい位置

にとどまっていなければならない（ただし，

10：3b を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

（第 1段落） 

 

 

修 正 

 

15 の 4 

防御側プレーヤーは， 該当するスローに

関して規定された位置を取り， スローを行

うプレーヤーがボールを手から離すまで正

しい位置にとどまっていなければならない

（ただし，10：5， 12：2， 15：9 を参照）。 

～ 省 略 ～  

15 の 4 

防御側プレーヤーは， 該当するスローに

関して規定された位置を取り， スローを行

うプレーヤーがボールを手から離すまで正

しい位置にとどまっていなければならない

（ただし，10：3b， 12：2， 15：9 を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

（第 1段落） 

 

 

修 正 

 

15 の 5 

（a） スローオフ（10：3， 10：5）， 7 m ス

ロー（14：4）の場合は毎回。 

～ 省 略 ～  

 

（a） スローオフ（10：3）， 7 m スロー（14：

4）の場合は毎回。 

～ 省 略 ～  

 

削 除 

15 の 7 

～ 省 略 ～  

再開の合図後の場合， スローの実施中の

すべての違反に対し， 原則的に違反として

判定する。例えば， スローを行うプレーヤ

ーが実施中にジャンプした， 3 秒より長く

ボールを持った， あるいはボールを手から

離す前に正しい位置から移動した場合に， 

この規定を適用する。笛の合図の後でスロ

ーを行うプレーヤーがボールを手から離す

前に， その味方のプレーヤーが不正な位置

に侵入した場合にも， この規定を適用する

（10：3 第 2 段落を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

～ 省 略 ～  

再開の合図後の場合， スローの実施中の

すべての違反に対し， 原則的に違反として

判定する。例えば， スローを行うプレーヤ

ーが実施中にジャンプした， 3 秒より長く

ボールを持った， あるいはボールを手から

離す前に正しい位置から移動した場合に， 

この規定を適用する。笛の合図の後でスロ

ーを行うプレーヤーがボールを手から離す

前に， その味方のプレーヤーが不正な位置

に侵入した場合にも， この規定を適用する

（10：3a 第 2 段落を参照）。 

～ 省 略 ～  

 

 

（第 3段落） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修 正 
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ジェスチャー 

（例） 

1．ゴールエリアへの侵入 

 

 

2．イリーガルドリブル（不正ドリブル） 

 

 

 

（例） 

1．ゴールエリアへの侵入 

 

 

2．イリーガルドリブル（不正ドリブル） 

 

 

 

修 正 

（掲載写真の

変更のみ） 

競技規則解釈３ チームタイムアウト 

～ 省 略 ～  

レフェリーの笛の合図で， タイムキーパ

ーは時計を始動させる。 

【 注 】  

IHF 大 会 ， 大 陸 連 盟 大 会 ， 

ま た は 国 内 大 会 に お い て ，  

競 技 規 則  2： 10【 注 】～ 省 略

～  

 

～ 省 略 ～  

レフェリーの笛の合図で， タイムキーパ

ーは時計を始動させる。 

チームはグリーンカードを使用する代わ

りに， ブザーを押すことによって， チーム

タイムアウトを請求することができる。 ブ

ザーは公示時計に直接接続されており， ブ

ザーが押されると， 競技時間は停止とな

る。チームタイムアウトが請求されたこと

をすべての関係者に知らせるために， 請求

は音で示される。 詳細については， チーム

タイムアウト電子申請システム規定を参照

にすること。 

【 注 】 システム 

IHF 大 会 ， 大 陸 連 盟 大 会 ， 

ま た は 国 内 大 会 に お い て ，  

競 技 規 則  2： 10【 注 】～ 省 略

～  

 

 

（最終段落後） 

 

加 筆 
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7 

旧（ 2022 年 3 月 1 日発行）  新（ 2023 年 4 月 1 日発行）  備 考 

競技規則運用に関するガイドライン 

“3m の距離を確保しない”とき（8：10c） 

～ 省 略 ～  

もし，各種スローの実施の際に，3 m よ

り近い位置にいる相手プレーヤーが， 例

えばブロックするなどによりスローの結

果やスローの実施を積極的に妨害した場

合， 競技規則 8：10c を適用する。ゴー

ルキーパースローの際，ゴールキーパー

が投げたボールが，ゴールエリアライン

を完全に通過しない状況で妨害した（12：

2）際も同様に適用する。 

～ 省 略 ～  

 

 

～ 省 略 ～  

もし，各種スローの実施の際に，3 m よ

り近い位置にいる相手プレーヤーが， 例

えばブロックするなどによりスローの結

果やスローの実施を積極的に妨害した場

合， 競技規則 8：10c を適用する。 

～ 省 略 ～  

 

（基本的に

は、2020年

までに出さ

れた内容

を、条文順

で整理） 

 

削 除 

 

ビデオ判定の導入 

ビデオ判定の導入によって， 得点かど

うかの判定が必要とされる場合，得点の

取り消しは現行では次のスローオフまで

（9：2）となっているが， より長い期限

が必要となる。その期限を， 次のスロー

オフまでではなく， スローオフのあと， 

次のボール所持が変わるまでとする。 

ビデオ判定の導入（9：2） 

ビデオ判定の導入によって， 得点かど

うかの判定が必要とされる場合，得点の

取り消しは現行では次のスローオフまで

（9：2）となっているが， より長い期限

が必要となる。その期限を， 次のスロー

オフまでではなく， スローオフのあと， 

次のボール所持が変わるまでとする。 

詳細については， ビデオ判定システム

規定を参照にすること。 

加筆 

 

 

 

 

 

 

 

加筆 

 チームタイムアウト電子申請システム規定 新 設 

 ビデオ判定システム規定 新 設 

 


